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　Camera Sketch

本
町
の
豊
か
な
自
然
の
中
で

楽
し
む
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典

　
３
月
19
日
（
日
）
安
津
橋
健
康
広
場

を
主
会
場
と
し
て
、「
緑
川
ス
ポ
ー
ツ

フ
ェ
ス
タ
in
こ
う
さ
２
０
１
７
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
イ
ベ
ン
ト
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し

て
本
町
の
交
流
人
口
の
増
加
と
活
性
化

を
目
的
に
、
甲
佐
町
観
光
協
会
（
奥
名

克
美
会
長
）
が
主
催
。

　
同
会
場
を
発
着
と
し
て
町
内
の
名
所

や
や
な
場
な
ど
の
史
跡
を
巡
り
、
コ
ー

ス
に
設
置
さ
れ
た
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

で
甲
佐
町
ゆ
か
り
の
ク
イ
ズ
に
答
え
る

「
こ
う
さ
ん
も
ん
ク
イ
ズ
ウ
ォ
ー
ク
」

に
は
、
２
８
７
人
が
参
加
。
コ
ー
ス
途

中
に
は
、
岩
下
一
区
と
上
豊
内
区
民
に

よ
る
「
お
も
て
な
し
隊
」
や
仁
田
子
区

民
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
な
ん
か
し

よ
う
か
い
」
が
お
茶
や
お
菓
子
な
ど
で

参
加
者
を
お
も
て
な
し
。
ゴ
ー
ル
後
に

は
、
ク
イ
ズ
全
問
正
解
者
へ
参
加
賞
の

ほ
か
特
製
タ
オ
ル
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
グ
リ
ー
ン
パ
ル
甲
佐
で
開
催
さ
れ
た

「
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
」
で
は
、

町
内
外
か
ら
腕
利
き
の
プ
レ
イ
ヤ
ー

１
０
５
人
が
参
加
。
３
コ
ー
ス
24
ホ
ー

ル
を
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
プ
レ
イ
を
楽

３月19日（日）開催
緑川スポーツフェスタ

in こうさ2017

●本町の自然や名所・旧跡を巡る「こうさん

もんクイズウォーク」●「甲佐神社」などに

設置されたチェックポイントでは、本町にま

つわるクイズを出題●コース途中には、地元

区民による「おもてなし隊」が参加者へお茶

やお菓子でおもてなし●本町の魅力ある自然

の中で春の訪れを感じながら歩いた10㌔と

５㌔のコース
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し
み
、
男
性
の
部
は
山
下
福
也
さ
ん

（
御
船
町
）、
女
性
の
部
は
濱
村
セ
ツ
子

さ
ん
（
府
領
区
）
が
優
勝
し
ま
し
た
。

　
会
場
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
は
、
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
の
龍
神
太
鼓
で
開
幕
。
子
ど
も

た
ち
に
人
気
の
「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

シ
ョ
ー
」
や
「
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
コ
ン
テ

ス
ト
」、「
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
演
奏
」
な
ど

が
行
わ
れ
、
多
く
の
観
覧
者
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。
会
場
内
の
「
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
ス
ポ
ー
ツ
体
験
コ
ー
ナ
ー
」
で
は
、

「
キ
ッ
ク
タ
ー
ゲ
ッ
ト
」
や
「
ボ
ル
ダ

リ
ン
グ
」
な
ど
を
開
設
。
甲
佐
町
商
工

会
に
よ
る
「
ニ
ラ
飛
ば
し
大
会
」
も
行

わ
れ
、
家
族
連
れ
な
ど
が
楽
し
く
ス

ポ
ー
ツ
で
ふ
れ
あ
い
ま
し
た
。「
グ
ル

メ
ゾ
ー
ン
」
の
「
陽
気
マ
ル
シ
ェ
」
に

は
、
本
町
の
特
産
品
ブ
ラ
ン
ド
「
こ
う

さ
ん
も
ん
」
の
「
に
ら
メ
ン
コ
。」
や

「
ボ
シ
ド
ラ
焼
き
」、
商
工
会
女
性
部
に

よ
る
綿
菓
子
や
フ
ラ
イ
ド
ポ
テ
ト
、
郡

内
外
の
飲
食
店
な
ど
35
店
舗
が
軒
を
連

ね
ま
し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
の
最
後
に
は
、
10
万
円
分

の
旅
行
券
や
本
町
の
特
産
品
が
当
た
る

大
抽
選
会
も
実
施
。
多
く
の
町
内
外
の

参
加
者
で
に
ぎ
わ
い
春
の
甲
佐
や
ス

ポ
ー
ツ
を
満
喫
し
ま
し
た
。

●龍神太鼓の演奏で始まったステージイベント

●子どもに大人気の「キャラクターショー」●

壁を登る「ボルダリング」などが無料で体験で

きる「アクティビティスポーツ体験コーナー」

●本町の特産品をはじめとした町内外のおいし

いグルメが集まった「グルメコーナー」●腕利

きのプレイヤーがスコアを競って白熱した「グ

ラウンド・ゴルフ大会」
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一
般
会
計
当
初
予
算
は
、

　
１
０
９
億
５
，
６
７
６
万
７
，
０
０
０
円
を
計
上

災
害
復
旧
な
ど
の
震
災
関
連
費
の
増
で

　
　
　
　
　
　
　
　
全
体
で
は
72
・
２
㌫
の
大
幅
増

本
町
の
平
成
29
年
度
当
初
予
算

が
、
町
議
会
３
月
定
例
会
で
成
立

し
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
、

昨
年
発
生
し
た
熊
本
地
震
お
よ
び

豪
雨
災
害
の
復
旧
・
復
興
経
費
を

盛
り
込
ん
だ
予
算
と
な
っ
た
た
め
、

歳
入
・
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
０
９
億

５
，
６
７
６
万
７
，
０
０
０
円
、

前
年
度
対
比
で
72
・
２
㌫
増
の
大

型
予
算
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
出
面
で
は
、
災
害
か
ら
の
一

日
も
早
い
復
旧
の
た
め
の
「
災
害

復
旧
費
」
や
被
災
し
住
家
を
失
わ

れ
た
方
の
住
宅
支
援
の
た
め
の

「
災
害
公
営
住
宅
建
設
事
業
」、
ま

た
、
震
災
ご
み
の
廃
棄
物
処
理
事

業
な
ど
に
よ
り
、
歳
出
総
額
は
45

億
９
，
２
３
１
万
円
の
増
額
と
な

り
ま
し
た
。

　
歳
入
面
で
は
、
震
災
の
影
響
で

町
の
自
主
財
源
で
あ
る
町
税
は
約

７
，
１
０
０
万
円
の
減
額
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
震
災
復
旧
事
業
に

伴
う
国
県
支
出
金
、
地
方
債
は
大

幅
な
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
震
災
復
旧
に
は
多
額

の
経
費
が
必
要
と
な
る
た
め
、
通

常
事
業
の
徹
底
し
た
経
費
削
減
を

図
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
不
足

す
る
財
源
を
補
う
た
め
、
財
政
調

整
基
金
（
町
の
貯
金
）
を
取
り
崩

す
こ
と
で
予
算
編
成
を
行
い
ま
し

た
。

　
主
な
事
業
は
、
災
害
公
営
住
宅

建
設
事
業
、
安
津
橋
総
合
運
動
公

園
整
備
事
業
、
災
害
復
旧
事
業
や

災
害
廃
棄
物
処
理
事
業
な
ど
で
す
。

予
算
と
事
業

平成29年度

平成29年度当初予算一覧

会計 項目 予算額

一
般
会
計

歳入 109億5,676万7,000円

歳出 109億5,676万7,000円

特
別
会
計

国民健康保険特別会計 19億6,980万3,000円

介護保険特別会計 14億5,232万4,000円

後期高齢者医療特別会計 1億4,301万7,000円

計 35億6,514万4,000円

上
水
道
事
業

収益的収入

および支出

事 業 収 益 1億4,559万1,000円

事 業 支 出 1億4,559万1,000円

資本的収入

および支出

資本的収入 7,574万1,000円

資本的支出 1億2,941万5,000円
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自　主　　財　　　源

依
 存
  財
   源

町税
7億7,977万円

分担金および負担金
1億1,135万円
1.0％

その他
1億2,868万円
1.2％

地方交付税
21億7,733億円

繰入金
5億2,829万円

その他
2億7,230万円
2.5％

国庫支出金
35億8,138万円
　  32.7％

県支出金 
10億9,227万円

町債
22億8,540万円

14.1％

20.9％

19.9％

85.9％

10.0％

7.1％

4.8％

民生費
20億1,044万円
   18.3％災害復旧費

14億392万円
   12.8％

農林水産業費
4億534万円
3.7％

商工費
4,873万円  0.5％

土木費
10億1,695万円
   9.3％

消防費
3億4,939万円
3.2％

教育費
6億3,676万円

議会費
7,984万円 0.7％

公債費
7億9,360万円

予備費など
3,000万円 0.3％

総務費
18億1,411万円
   16.6％

衛生費
23億6,769万円
   21.6％

7.2％

5.8％

 【歳入項目の説明】

 【歳出項目の説明】

《自主財源》

●町税　町民の皆さんに納めてもらった町民税

や、会社の法人税など

●繰入金　積み立てておいた基金（預金）を取

り崩して受け入れたもの

●分担金および負担金　町が行う特定の事業に

よって利益を受ける人から徴収されるもの

●その他　町の施設の使用料や証明書の発行手

数料、預金利子や前年からの繰越金など

《依存財源》

●地方交付税　どの市町村でも、ある一定の住

民サービスができるように、それぞれの市町

村の実情に応じて国から交付されるもの

●国庫支出金　事業を行うための国からの負担

金や補助金

●町債　道路や小・中学校などの社会資本を整

備するための借金

●県支出金　事業を行うための県からの負担金

や補助金

●その他　国から配分される地方譲与税やゴル

フ場利用税などの各種交付金

●民生費　高齢者福祉、児童福祉、または障が

い者福祉など、町が行う福祉事業全般にかか

る経費

●土木費　町道、河川維持や整備にかかる経費

●公債費　町の借金である町債を返済するため

の経費

●総務費　町全体の運営に関する経費や、財産

の管理にかかる経費

●教育費　小・中学校の義務教育にかかる経費

や、公民館活動・保健体育活動などの社会教

育にかかる経費

●衛生費　町民の健康のための経費や、ごみ、

し尿などの処理にかかる経費

●消防費　消防組合・消防団の運営にかかる経

費や、防災にかかる経費

●農林水産業費　農林業振興のための経費や、

農道などの維持や整備にかかる経費

●議会費　町議会の開催や運営にかかる経費

●商工費　商工業振興や観光対策にかかる経費

●予備費・災害復旧費・諸支出金　風水害や台

風による災害の復旧のための経費など

一般会計歳出総額

109億5,677万円

一般会計歳入総額

109億5,677万円

平成29年度予算と事業

歳
入

歳
出
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平成29年度予算と事業

平成29年度当初予算の主な事業

㌫

町民の健康のための経費や、ごみなどの処理にかかる経費

㌫

高齢者福祉、児童福祉、または障がい者福祉など、町が行
う福祉事業全般にかかる経費

㌫

町全体の運営や、財産管理などにかかる経費

㌫

熊本地震および豪雨災害によるインフラなどの復旧経費

㌫
町道や河川の維持・整備や町営住宅の管理にかかる経費

震災により

㌫
町の借金である町債を返済するための経費

㌫
小・中学校の義務教育や、公民館活動・保健体育活動など
の社会教育にかかる経費

2億3,386万円

㌫
農林業振興や、農道などの維持や整備にかかる経費

㌫
消防組合・消防団の運営や、防災にかかる経費

㌫
町議会の開催や運営にかかる経費

㌫
商工業振興や観光対策にかかる経費

㌫
予備費などにかかる経費
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■ 

平
成
29
年
度
の
保
険
料
率
は

昨
年
度
と
同
一
で
す

　
平
成
29
年
度
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
の
保
険
料
率
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

● 

平
成
29
年
度
の
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
率

▼
均
等
割
額

　
年
額
４
７
，
９
０
０
円

▼
所
得
割
率

　
９
・
26
㌫

　
１
人
当
た
り
の
年
間
保
険
料
額

は
、「
均
等
割
額
＋
所
得
割
額

（
基
礎
控
除
後
の
総
所
得
金
額
×

９
・
26
㌫
）」
で
す
。

※ 

上
限
額
は
57
万
円
で
す
。

■
保
険
料
の
軽
減
内
容
が
見
直

さ
れ
ま
す

平
成
29
年
度
の
保
険
料
軽
減
対

象
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
こ
の
う
ち
、
均
等
割
額
の
５
割

軽
減
と
２
割
軽
減
の
対
象
者
が
拡

大
さ
れ
ま
し
た
。

※ 

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
資
格

を
得
た
日
の
前
日
ま
で
、
被
用

者
保
険
加
入
者
に
扶
養
さ
れ
て

い
た
人
の
均
等
割
額
は
、
７
割

軽
減
に
な
り
ま
す
。

●
均
等
割
額
の
軽
減
（
被
保
険
者

と
世
帯
主
の
総
所
得
金
額
で
計
算
）

▼
９
割
軽
減

　
基
礎
控
除
（
33
万
円
）
を
超
え

な
い
世
帯
で
、
被
保
険
者
全
員
が

年
金
収
入
80
万
円
以
下
（
そ
の
ほ

か
の
各
種
所
得
が
な
い
場
合
）

▼
８
・
５
割
軽
減

　
基
礎
控
除
（
33
万
円
）
を
超
え

な
い
世
帯

▼
５
割
軽
減

　
基
礎
控
除
（
33
万
円
）
＋

「
27
万
円
×
世
帯
の
被
保
険
者
数
」

を
超
え
な
い
世
帯
（
対
象
者
拡

大
）

▼
２
割
軽
減

　
基
礎
控
除
（
33
万
円
）
＋

「
49
万
円
×
世
帯
の
被
保
険
者
数
」

を
超
え
な
い
世
帯
（
対
象
者
拡

大
）

●
所
得
割
額
の
軽
減
（
被
保
険
者

の
総
所
得
金
額
で
計
算
）

▼
２
割
軽
減

　
被
保
険
者
の
総
所
得
金
額
な
ど

が
「
基
礎
控
除(

33
万
円)

＋

58
万
円
」
を
超
え
な
い
人

※ 

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
資
格

を
得
た
日
の
前
日
ま
で
被
用
者

保
険
加
入
者
に
扶
養
さ
れ
て
い

た
人
は
、
所
得
割
額
は
掛
か
り

ま
せ
ん
。

■
仮
徴
収
額
決
定
通
知
書
を
送

　
付
し
ま
し
た

　
今
月
か
ら
平
成
29
年
度
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
の
仮
徴
収
が
始

ま
り
ま
す
。
仮
徴
収
の
対
象
に
な

る
人
に
は
、「
後
期
高
齢
者
医
療

仮
徴
収
保
険
料
額
決
定
通
知
書
」

を
送
付
し
ま
し
た
。
仮
徴
収
保
険

料
額
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
必
ず
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
仮
徴
収
と
し
て
、
４
、６
、８
月

分
の
保
険
料
が
特
別
徴
収
（
年
金

か
ら
の
差
引
き
）
に
な
る
人
は
、

次
の
要
件
に
当
て
は
ま
る
人
で
す
。

▼
仮
徴
収
の
対
象
者

・ 

平
成
28
年
度
の
保
険
料
が
、
特

別
徴
収
だ
っ
た
人
で
、
平
成
29

年
2
月
に
支
給
さ
れ
た
年
金
か

ら
特
別
徴
収
さ
れ
た
人

・ 

平
成
28
年
度
の
４
〜
９
月
に
資

格
を
取
得
し
、
平
成
28
年
度
の

保
険
料
が
普
通
徴
収
だ
っ
た
人

※ 

仮
徴
収
と
な
る
人
の
保
険
料
は
、

平
成
29
年
度
の
所
得
が
確
定
し

た
後
の
７
月
の
本
算
定
で
決
定

し
ま
す
。
そ
の
後
、「
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
額
決
定
通
知

書
」
を
送
付
し
ま
す
。

■
あ
ん
ま
・
は
り
・
き
ゅ
う
治

　
療
券
の
利
用
に
つ
い
て

　
後
期
高
齢
者
医
療
で
は
、
あ
ん

ま
・
は
り
・
き
ゅ
う
の
治
療
を
受

け
る
場
合
に
、
平
成
30
年
3
月
31

日
ま
で
使
用
で
き
る
治
療
券
（
１

人
当
た
り
１
，
０
０
０
円
の
５

枚
）
を
利
用
で
き
ま
す
。

　
治
療
券
は
、
町
と
協
定
を
結
ん

で
い
る
施
術
院
で
使
用
で
き
ま
す
。

必
要
な
人
は
、
後
期
高
齢
者
医
療

被
保
険
者
証
と
印
か
ん
を
準
備
の

上
、
町
住
民
生
活
課
で
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
申
請
期
間

　
４
月
３
日
（
月
）
〜
平
成
30
年

３
月
30
日
（
金
）

■ 

熊
本
地
震
で
被
災
さ
れ
た
方

へ
お
知
ら
せ

　
熊
本
地
震
で
被
災
し
た
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
被
保
険
者
の
一
部

負
担
金
の
免
除
期
間
を
次
の
と
お

り
延
長
し
ま
す
。

▼
免
除
期
間

　
９
月
30
日
（
土
）
ま
で

※ 

現
在
お
持
ち
の
「
有
効
期
限
が

平
成
29
年
２
月
28
日
ま
で
の
後

期
高
齢
者
医
療
一
部
負
担
金
免

除
証
明
書
」
が
期
限
ま
で
そ
の

ま
ま
使
用
で
き
ま
す
。

●
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
減

免
に
つ
い
て

　
平
成
29
年
度
分
の
保
険
料
の
内
、

９
月
ま
で
に
相
当
す
る
月
割
算
定

額
を
対
象
に
減
免
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
町
住
民
生
活
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
住
民
生
活
課

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
３

　（
内
線
１
０
５
）

平
成
29
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
お
知
ら
せ
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熊
本
地
震
か
ら
１
年
と
し
て
、
本

町
出
身
の
プ
ロ
野
球
選
手
・
高
崎
健

太
郎
投
手
（
八
丁
区
・
横
浜
Ｄ
ｅ
Ｎ

Ａ
ベ
イ
ス
タ
ー
ズ
）
か
ら
本
町
へ
応

援
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

高
崎
投
手
は
２
０
０
７
年
に
同
球

団
に
入
団
し
、
先
発
投
手
と
し
て
活

躍
。
熊
本
地
震
に
よ
り
大
き
な
被
害

を
受
け
た
本
町
に
向
け
て
、
震
災
復

興
を
願
う
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
入
り
の

色
紙
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

高
崎
投
手
は
「
昨
年
は
チ
ー
ム
に

貢
献
で
き
ず
、
不
甲
斐
な
い
シ
ー
ズ

ン
で
し
た
。
今
季
は
、
与
え
ら
れ
た

ポ
ジ
シ
ョ
ン
で
し
っ
か
り
結
果
を
残

し
、
チ
ー
ム
の
勝
利
に
１
つ
で
も
多

く
力
に
な
り
、
そ
し
て
優
勝
に
貢
献

で
き
る
よ
う
が
ん
ば
り
ま
す
」
と
意

気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

　３月６日（月）町役場で、小型動力ポンプ

付軽消防自動車の受納式が行われました。

　寄贈された（一財）日本損害保険協会は、

社会貢献や防火事業の一環として地域の消防

力強化・拡充に貢献することを目的に、全国

自治体に小型動力ポンプ付軽自動車を寄贈。

今までに2,895台を寄贈しています。

　式典では、同協会熊本損保会の大塚竜二会

長から奥名克美町長に目録を贈呈。奥名町長

は、「本町の防災力強化に役立てていきま

す」とお礼を述べました。

心に響く復興への調べ　　
仙台フィルハーモニー管弦楽団コンサート

応援メッセージで本町を激励
高崎健太郎投手（八丁区出身・横浜 DeNA）

本町の防災力強化を推進
日本損害保険協会から消防ポンプ付自動車

▼被災地支援で開催した仙台フィルハーモニー管弦楽団による弦楽四重奏

▲大塚熊本損保会会長（写真左）から奥名町長へ目録を贈呈

▼

震
災
復
興
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
る
高
崎
健
太
郎
投
手

　

３
月
９
日
（
木
）
町
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
で
、
仙
台
フ
ィ
ル
ハ
ー

モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
コ
ン
サ
ー
ト
が

開
催
さ
れ
、
住
民
な
ど
約
１
０
０

人
が
来
場
し
ま
し
た
。

　

同
楽
団
は
宮
城
県
仙
台
市
の
プ

ロ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
、
東
日
本
大

震
災
の
被
災
地
で
は
復
興
コ
ン

サ
ー
ト
を
開
催
し
て
お
り
、
熊
本

地
震
に
お
い
て
も
、
演
奏
会
で
義

援
金
を
募
る
な
ど
し
て
被
災
地
を

支
援
し
て
い
ま
す
。

　

同
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
同
楽
団
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
実
施
さ
れ
、
熊

本
の
音
楽
愛
好
家
な
ど
が
つ
く
る

「
く
ま
も
と
音
楽
復
興
支
援
１
０

０
人
委
員
会
」
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
。
本
町
で
は
、
バ
イ

オ
リ
ン
、
チ
ェ
ロ
、
コ

ン
ト
ラ
バ
ス
の
弦
楽
四

重
奏
が
バ
ッ
ハ
の
「
Ｇ

線
上
の
ア
リ
ア
」
や

「
上
を
向
い
て
歩
こ

う
」
な
ど
全
８
曲
を
演

奏
し
、
来
場
者
は
、
美

し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
に
耳

を
傾
け
ま
し
た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
の
最
後

に
は
、
災
害
に
負
け
ず

故
郷
を
大
切
に
し
て
い

こ
う
と
い
う
想
い
を
込

め
て
、
演
奏
に
合
わ
せ

て
来
場
者
全
員
で
「
ふ

る
さ
と
」
を
合
唱
し
ま

し
た
。
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　２月23日（木）甲佐小学校（赤星法眞校長175

人）で、「震災復興応援ボランティアなわとびパ

フォーマンス」が開催されました。

　同イベントは、ギネス世界記録保持者で2015

年ワールドジャンプロープフランス大会優勝者の

渡邊貞典さん、シルク・ドゥ・ソレイユなわとび

アーティストで13年にわたって世界各国で公演

を行った田口師永さん、2015年なわとび世界大

会Wheel 部門優勝者の岡本悠さんの３人が熊本

地震で被災した児童たちを励ますために、ボラン

ティアで開催。同小体育館で、縄跳びパフォーマ

ンスと指導を行いました。

　パフォーマンスでは、１本の縄を使う「フリー

スタイル」、２本の縄を使う「ダブルダッチ」で

３人の息の合った技をトークを交えながら披露。

児童たちは、慣れ親しんでいる縄跳びとは一味

違った技に目を輝かせました。パフォーマンスの

後は、１本の縄を腕に絡ませてできる技や上手に

長く縄跳びができるこつを指導。児童たちは、新

しく発見した縄跳びの魅力を楽しみました。

　

３
月
16
日
（
木
）
甲
佐
中
学
校
（
井

上
幸
三
校
長
２
３
１
人
）
で
、
同
中
生

徒
と
乙
女
小
学
校
（
上
杉
奈
緒
子
校
長

１
２
１
人
）
児
童
と
の
お
別
れ
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

同
小
は
、
熊
本
地
震
に
よ
り
校
舎
や

体
育
館
が
使
え
な
く
な
り
、
学
校
が
再

開
し
た
５
月
９
日
（
月
）
か
ら
同
中
校

舎
を
間
借
り
し
て
授
業
を
実
施
。
復
旧

工
事
が
ほ
ぼ
完
了
し
た
３
月
21
日

（
火
）
か
ら
母
校
に
戻
り
ま
し
た
。

　

児
童
と
生
徒
約
３
５
０
人
が
参
加
し

た
お
別
れ
会
で
は
、
乙
女
小
代
表
児
童

が
、「
私
た
ち
を
温
か
く
迎
え
て
い
た

だ
い
た
こ
と
は
決
し
て
忘
れ
ま
せ
ん
」

と
謝
辞
。
約
10
か
月
の
共
同
生
活
を
写

真
で
振
り
返
り
、
感
謝
の
気
持
ち
な
ど

を
寄
せ
書
き
し
た
旗
を
交
換
し
ま
し
た
。

　３月16日（木）、白旗小学校（岩下勇治校

長100人）４年生が白旗仮設団地を訪問しプ

ランターを入居者に配布しました。

　同小では、熊本地震で被災した同団地入居

者に元気になってもらうことを目的に、これ

まで２回にわたり児童たちが種から育てた花

苗をプランターに植えて同団地を訪問し、団

地入り口に設置する活動を実施。今回は、希

望のあった15世帯を訪問して配布しました。

　同団地入居者は、プランターを受け取ると

「ありがとう」と感謝の気持ちを伝えました。

甲佐中での思い出忘れない
乙女小児童と甲佐中生のお別れ会

花を見て元気になってね
白旗小児童が仮設団地にプランター贈呈

▲白旗仮設団地入居者にプランターを贈呈する児童

世界で輝く縄跳びの技
甲佐小で縄跳びパフォーマンス

▲甲佐小体育館で開催された縄跳びパフォーマンスで、縄を２本使う
「ダブルダッチ」を披露する渡邊さん、田口さん、岡本さん

▼

メ
ッ
セ
ー
ジ
入
り
の
旗
を
交
換
す
る
両
校
の
代
表
者
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甲
佐
町
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
セ
ン
タ
ー

町総合保健福祉センター　TEL 096‒235‒8711

国
民
健
康
保
険

町住民生活課　TEL 096‒234‒1113( 内線 106)

■ 

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
交

換
は
お
済
み
で
す
か

　
平
成
28
年
度
の
国
民
健
康
保
険
被
保

険
者
証
の
有
効
期
限
は
、３
月
31
日（
金
）

で
す
。

　
国
保
被
保
険
者
で
、
ま
だ
平
成
29
年

度
の
被
保
険
者
証
に
交
換
し
て
い
な
い

方
は
、
平
成
28
年
度
被
保
険
者
証
を
お

持
ち
に
な
り
、
町
住
民
生
活
課
で
交
換

し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

世
帯
に
国
保
被
保
険
者
が
複
数
い
る

場
合
は
、
国
保
被
保
険
者
全
員
の
被

保
険
者
証
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※ 

や
む
を
得
な
い
理
由
で
別
世
帯
の
代

理
人
に
被
保
険
者
証
の
受
け
取
り
を

依
頼
す
る
場
合
は
、
委
任
状
が
必
要

で
す
。
代
理
人
は
、
運
転
免
許
証
な

ど
の
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

※ 

国
民
健
康
保
険
税
の
納
付
が
遅
れ
た

世
帯
で
別
途
通
知
を
受
け
取
っ
て
い

る
人
は
、
納
付
相
談
を
し
て
い
た
だ

い
た
上
で
の
更
新
と
な
り
ま
す
。

■ 

資
格
の
異
動
が
あ
っ
た
場
合
は
町

住
民
生
活
課
へ
届
け
出
ま
し
ょ
う

 

●
就
職
し
た
と
き
は

　
就
職
な
ど
で
ほ
か
の
健
康
保
険
に
加

入
し
た
り
健
康
保
険
の
被
扶
養
者
に
認

定
さ
れ
た
り
し
た
場
合
は
、
国
保
の
資

格
が
な
く
な
り
ま
す
の
で
資
格
喪
失
の

届
け
出
が
必
要
で
す
。

　
ほ
か
の
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
て

も
、
国
保
の
資
格
喪
失
の
届
け
出
を
し

な
け
れ
ば
、
国
保
税
が
課
税
さ
れ
た
ま

ま
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
ほ
か
の
保
険

の
資
格
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
国
保

の
被
保
険
者
証
を
使
用
し
医
療
を
受
け

た
場
合
に
は
、
国
保
が
負
担
し
た
医
療

費
を
あ
と
で
返
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

▼
届
出
に
必
要
な
も
の

・
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

・
新
し
く
取
得
し
た
被
保
険
者
証

・
印
か
ん

 

●
退
職
し
た
と
き
は

　
退
職
や
健
康
保
険
の
任
意
継
続
の
喪

失
、
健
康
保
険
の
被
扶
養
者
か
ら
外
れ

た
場
合
な
ど
、
ほ
か
の
健
康
保
険
の
資

格
を
喪
失
し
た
場
合
は
、
国
保
へ
の
加

入
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　
国
保
税
は
、
資
格
の
取
得
日
か
ら
課

税
さ
れ
ま
す
の
で
、
加
入
の
届
け
出
が

遅
れ
る
と
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

▼
届
出
に
必
要
な
も
の

・ 

健
康
保
険
資
格
喪
失
証
明
書
ま
た
は

喪
失
日
が
確
認
で
き
る
も
の

・
印
か
ん

■ 

４
月
４
日
（
火
）
甲
佐
町
フ
ィ
ッ

ト
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
を
オ
ー
プ
ン

町
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
「
甲

佐
町
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
」
が
４

月
４
日
（
火
）
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

　
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
マ

シ
ー
ン
な
ど
の
各
種
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機

器
を
使
っ
た
り
、
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
に

最
適
な
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
や
身
体
の
引
き

締
め
に
最
適
な
コ
ア
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な

ど
の
集
団
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
た

り
、
自
分
に
合
っ
た
運
動
に
取
り
組
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
入
会
費
は
無
料
で
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

機
器
の
使
い
方
や
効
果
的
に
運
動
す
る

た
め
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
に
つ
い
て
常
駐

の
ス
タ
ッ
フ
が
サ
ポ
ー
ト
す
る
の
で
、

こ
れ
か
ら
運
動
を
始
め
よ
う
と
思
っ
て

い
る
人
や
健
康
な
身
体
を
つ
く
り
た
い

人
に
も
お
す
す
め
で
す
。

▼
利
用
時
間

　
火
〜
土
曜
日

　
午
前
10
時
〜
午
後
９
時

※
日
曜
日
お
よ
び
祝
日
は
、
午
前
10
時

〜
午
後
７
時

▼
利
用
料
金

・
町
内
の
人

　
１
日
２
０
０
円

　
30
日
フ
リ
ー
パ
ス
３
，
０
０
０
円

・
町
外
の
人

　
１
日
３
０
０
円

　
30
日
フ
リ
ー
パ
ス
４
，
５
０
０
円

●
子
育
て
サ
ロ
ン
あ
ゆ
み
も
開
設

　
町
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、

乳
幼
児
の
子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
の
集

い
の
場
「
子
育
て
サ
ロ
ン
あ
ゆ
み
」
を

開
設
し
て
い
ま
す
。

　
子
育
て
に
関
す
る
情
報
交
換
や
親
同

士
の
つ
な
が
り
づ
く
り
に
、
親
子
で
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
無
料
で
参
加
で

き
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
開
設
日

　
火
〜
金
曜
日

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

・
㈱
く
ま
も
と
健
康
支
援
研
究
所

　
TEL
０
９
６
‐
３
４
９
‐
７
７
１
２

・
町
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
５
‐
８
７
１
１

４月４日（火）オープン
フィットネスセンター

健 康 な 身 体 づ く り を 始 め て み ま せ ん か
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男
女
共
同
参
画

町総務課　TEL 096‒234‒1140（内線 223）

■ 

甲
佐
町
男
女
共
同
参
画
社
会
推

進
懇
話
会
委
員
を
募
集
し
ま
す

　
町
で
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実

現
を
目
指
し
て
、
幅
広
い
意
見
な
ど
を

伺
う
と
と
も
に
、
施
策
を
推
進
す
る
た

め
に
、
甲
佐
町
男
女
共
同
参
画
社
会
推

進
懇
話
会
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
同
懇
話
会
の
委
員
を
次

の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。
各
団
体
か
ら

の
推
薦
も
受
け
付
け
ま
す
の
で
、
希
望

す
る
人
は
町
総
務
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

▼
募
集
人
数

　
４
〜
５
人
程
度

▼
対
象
者

　
町
内
在
住
者
、
町
内
勤
務
者

▼
主
な
活
動
内
容

・
イ
ベ
ン
ト
や
講
演
会
な
ど
へ
の
参
加

・ 

男
女
共
同
参
画
懇
話
会
（
年
５
〜
６

回
程
度
開
催
予
定
）

▼
懇
話
会
で
の
活
動
内
容

・ 

町
広
報
紙
で
の
啓
発
記
事
内
容
の
検

討
・ 

男
女
共
同
参
画
事
業
の
進
捗
状
況
の

検
討
に
つ
い
て

・ 

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト

の
企
画

▼
任
期

　
２
年

▼
募
集
期
限

　
４
月
28
日
（
金
）

  

● 

カ
ジ
ダ
ン
、
イ
ク
ジ
イ
も
引
き
続
き
募

集
し
て
い
ま
す

　
男
性
の
皆
さ
ん
に
も
、
男
女
共
同
参

画
に
つ
い
て
考
え
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

家
事
や
育
児
な
ど
を
積
極
的
に
行
う

「
家
事
男
（
カ
ジ
ダ
ン
）」・「
イ
ク
メ

ン
（
育
児
に
励
む
男
の
人
の
こ
と
）」・

「
育
爺
（
イ
ク
ジ
イ
・
孫
の
育
児
を
手

伝
う
お
じ
い
さ
ん
の
こ
と
）」
を
ご
紹

介
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
応
募
の
際
は
、
取
り
組
ま
れ
て
い
る

こ
と
や
ご
意
見
な
ど
を
写
真
と
一
緒
に

町
総
務
課
ま
で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

▼
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
総
務
課

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
４
０

　（
内
線
２
２
３
）

男女共同参画社会の実現
に向けて活動しませんか

男女共同参画社会懇話会委員を募集しています

国
民
年
金

町住民生活課　TEL 096‒234‒1113( 内線 104)

■ 

国
民
年
金
へ
の
加
入
手
続
き
が

必
要
で
す

　
日
本
国
内
に
住
む
20
歳
以
上
60
歳
未

満
の
人
は
、
国
民
年
金
へ
の
加
入
が
法

律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
学
生
の
方
で
も
、
20
歳
に
な
っ
た
ら

国
民
年
金
の
加
入
の
届
出
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
勤
務
先
を
退
職

し
た
人
は
、
厚
生
年
金
か
ら
国
民
年
金

へ
の
変
更
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。
ま

た
、
退
職
し
た
人
に
扶
養
さ
れ
て
い
た

配
偶
者
や
収
入
が
増
加
し
た
こ
と
で
扶

養
か
ら
外
れ
た
配
偶
者
も
、
国
民
年
金

へ
の
切
り
替
え
手
続
き
が
必
要
で
す
。

  

●
学
生
納
付
特
例
制
度

　
学
生
は
所
得
が
一
般
的
に
少
な
い
た

め
、本
人
の
所
得
が
一
定
以
下
の
場
合
、

申
請
に
よ
り
在
学
中
の
国
民
年
金
保
険

料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
「
学
生
納
付

特
例
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

　
保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
に
し
て
お
く

と
、
老
後
の
受
け
取
り
だ
け
で
な
く
、

万
が
一
け
が
や
病
気
な
ど
で
障
害
が

残
っ
た
と
き
に
保
障
が
受
け
ら
れ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。
納
付
が
で
き
な
い

人
は
、
学
生
特
例
制
度
の
申
請
を
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

　
承
認
期
間
は
、
４
月
か
ら
翌
年
３
月

ま
で
で
、
２
年
１
か
月
前
ま
で
さ
か
の

ぼ
っ
て
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
た
だ
し
、
特
例
を
受
け
た
期
間
は
年

金
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
期
間
に
計

算
さ
れ
ま
す
が
、
金
額
は
反
映
さ
れ
ま

せ
ん
。
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
さ
か
の

ぼ
っ
て
納
付
で
き
る
追
納
制
度
が
あ
り

ま
す
の
で
、
将
来
受
け
取
る
年
金
額
を

増
や
す
た
め
に
、
追
納
を
お
す
す
め
し

ま
す
。

  

●
特
例
追
納
制
度

　
配
偶
者
の
年
金
切
り
替
え
の
手
続
き

が
２
年
以
上
遅
れ
た
場
合
、
届
出
に
よ

り
年
金
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
期
間

に
参
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
平
成
30
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
は
、

特
定
保
険
料
を
納
付
（
特
例
追
納
）
す

る
こ
と
で
、
年
金
額
を
増
や
せ
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
す
で
に
年

金
を
受
け
取
っ
て
い
る
人
は
、
特
例
追

納
を
し
て
も
、
年
金
額
が
増
え
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
年
金
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

ま
た
は
熊
本
東
年
金
事
務
所
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

・
年
金
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

　
TEL
０
５
７
０
‐
０
３
３
‐
０
０
４

・
熊
本
東
年
金
事
務
所

　
TEL
０
９
６
‐
３
６
７
‐
８
１
４
４
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大
量
発
生
し
た
災
害
廃
棄
物
と
そ
の
処
理
問
題

熊
本
地
震
等
の
記
録
と
災
害
復
興
へ
の
歩
み
⑥

■
災
害
廃
棄
物
の
収
集
に
関
す
る
こ
と

●
平
成
28
年
４
月
15
日
（
金
）

　

道
路
な
ど
に
散
乱
し
た
が
れ
き
を
集

約
す
る
た
め
、
中
甲
橋
グ
リ
ー
ン
パ
ー

ク
に
災
害
廃
棄
物
仮
置
場
を
開
設

●
同
17
日
（
日
）

　

「
災
害
時
に
お
け
る
廃
棄
物
の
処
理

等
の
支
援
活
動
に
関
す
る
協
定
書
」
に

基
づ
き
、
県
に
協
力
を
要
請

●
同
16
日
（
土
）

　

被
災
者
の
家
庭
か
ら
出
る
災
害
廃
棄

物
を
受
け
入
れ
る
た
め
の
仮
置
場
を
竜

野
ふ
れ
あ
い
広
場
、
グ
リ
ー
ン
パ
ル
甲

佐
上
流
側
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
麻
生
原
運
動

公
園
、
緑
川
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
開
設

　

燃
え
る
ご
み
の
収
集
を
再
開

　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
が
損
傷
し
て
使

用
不
可
と
な
っ
た
た
め
、
宇
城
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
に
搬
出

●
同
30
日
（
土
）

　

仮
置
場
と
し
て
い
た
中
甲
橋
グ
リ
ー

ン
パ
ー
ク
を
閉
鎖

●
５
月
13
日
（
金
）

　

仮
置
場
と
し
て
い
た
竜
野
ふ
れ
あ
い

広
場
、
グ
リ
ー
ン
パ
ル
甲
佐
上
流
側
グ

ラ
ウ
ン
ド
を
閉
鎖

●
同
30
日
（
月
）

　

仮
置
場
と
し
て
い
た
麻
生
原
運
動
公

園
を
閉
鎖

■ 

大
量
に
運
び
込
ま
れ
る
が
れ
き
な
ど
に
対

し
て
急
を
要
し
た
仮
置
場
の
確
保

　
４
月
14
日
（
木
）
の
前
震
の
夜
が
明
け
る

と
、
道
路
に
は
大
量
の
が
れ
き
が
散
乱
し
、

交
通
に
大
き
な
支
障
が
出
て
い
ま
し
た
。
取

り
除
い
た
が
れ
き
（
災
害
廃
棄
物
）
を
一
時

的
に
保
管
す
る
た
め
に
、
仮
置
場
の
開
設
が

急
務
と
な
り
ま
し
た
。

　
当
初
は
安
津
橋
健
康
広
場
「
グ
リ
ー
ン
パ

ル
甲
佐
」
の
駐
車
場
を
候
補
地
と
し
て
検
討

し
ま
し
た
が
、
同
駐
車
場
は
緊
急
用
ヘ
リ

ポ
ー
ト
と
指
定
し
て
い
る
た
め
、
最
初
の
仮

置
場
は
15
日
（
金
）
に
中
甲
橋
グ
リ
ー
ン

パ
ー
ク
に
開
設
し
ま
し
た
。
防
災
行
政
無
線

で
周
知
す
る
と
、
屋
根
か
ら
落
下
し
た
瓦
や

倒
壊
し
た
ブ
ロ
ッ
ク
塀
が
次
々
と
持
ち
込
ま

れ
始
め
ま
し
た
。

　
こ
の
段
階
で
は
、
災
害
廃
棄
物
を
リ
サ
イ

ク
ル
処
理
す
る
に
は
細
か
な
分
別
が
重
要
で

あ
る
と
い
う
こ
と
を
き
ち
ん
と
認
識
し
て
お

ら
ず
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
や
瓦
類
、
家
具
類
、

燃
や
す
ご
み
、
家
電
製
品
の
４
品
目
に
分
け

て
集
積
し
て
い
ま
し
た
（
現
在
は
21
種
類
に

分
別
）。

　
大
量
に
持
ち
込
ま
れ
る
が
れ
き
の
受
け
入

れ
に
対
し
て
中
甲
橋
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
だ
け

で
は
追
い
付
か
ず
、
す
ぐ
に
地
区
ご
と
の
仮

置
場
設
置
を
検
討
。
国
や
県
、
緑
川
漁
業
協

同
組
合
な
ど
の
関
係
団
体
の
協
力
を
受
け
、

本
震
発
生
後
の
４
月
16
日
（
土
）
に
は
、
竜

野
ふ
れ
あ
い
広
場
、
グ
リ
ー
ン
パ
ル
甲
佐
上

流
側
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
麻
生
原
運
動
公
園
、
緑

川
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
４
か
所
に
仮
置
場
を
追
加

す
る
こ
と
が
で
き
、
被
災
家
屋
か
ら
近
距
離

で
災
害
廃
棄
物
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
梅
雨
の
増
水
期
を
前
に
、
河
川
敷
に
設
置

し
て
い
る
仮
置
場
の
閉
鎖
を
国
土
交
通
省
な

ど
と
協
議
し
、
４
月
30
日
（
土
）
に
中
甲
橋

グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
、
５
月
13
日
（
金
）
に
竜

野
ふ
れ
あ
い
広
場
と
グ
リ
ー
ン
パ
ル
甲
佐
上

流
側
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
５
月
30
日
（
月
）
に
麻

生
原
運
動
公
園
と
順
次
閉
鎖
し
ま
し
た
（
現

在
は
、
緑
川
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
み
開
設
）。

■ 

団
体
支
援
に
頼
る
災
害
廃
棄
物
処
分
作
業

　
仮
置
場
の
管
理
お
よ
び
災
害
廃
棄
物
の
搬

出
・
処
分
に
つ
い
て
は
、
平
成
23
年
度
に
町

と
「
災
害
時
に
お
け
る
廃
棄
物
の
処
理
等
の

　『
広
報
こ
う
さ
』
１
月
号
か
ら
連
載
を
開
始
し
た

「
熊
本
地
震
等
の
記
録
と
災
害
復
興
へ
の
歩
み
」。
災
害

発
生
直
後
か
ら
、
大
量
に
発
生
し
た
が
れ
き
や
家
具
類

な
ど
の
災
害
廃
棄
物
が
仮
置
場
に
次
々
と
運
び
込
ま
れ
、

運
営
す
る
中
で
分
別
方
法
や
受
け
入
れ
体
制
な
ど
に
つ

い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

　
今
月
号
で
は
、
災
害
廃
棄
物
の
処
理
問
題
に
つ
い
て

ま
と
め
ま
し
た
。

被
災
か
ら
の
流
れ

▲中甲橋グリーンパークに分別して集められた家電製品
などの災害廃棄物



Public Relations KOSA
April 201713

甲佐町災害記録誌「熊本地震等の記録と災害復興への歩み」⑥

支
援
活
動
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
た
社

団
法
人
熊
本
県
産
業
廃
棄
物
協
会
（
現
・
一

般
社
団
法
人
熊
本
県
産
業
資
源
循
環
協
会
）

に
協
力
要
請
。
ほ
か
の
自
治
体
に
比
べ
て
多

数
開
設
し
て
い
た
５
か
所
の
仮
置
場
の
運
営

管
理
、
処
分
場
へ
の
運
搬
に
至
る
ま
で
運
営

の
柱
と
な
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
受
付
業
務
や
分
別
指
導
に
つ
い
て
は
、
甲

佐
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
派
遣
の
方
々

の
ほ
か
、
県
市
長
会
の
協
力
で
天
草
市
お
よ

び
上
天
草
市
か
ら
の
派
遣
職
員
に
運
営
を
支

援
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
両
市
か
ら
遠
路
通
っ
て
来
て
い
た
だ
い
た

延
べ
１
６
７
人
の
皆
さ
ん
に
は
、
日
照
り
や

降
雨
、
そ
し
て
、
分
別
な
ど
の
指
示
に
従
わ

な
い
搬
入
者
と
の
ト
ラ
ブ
ル
に
も
耐
え
な
が

ら
仮
置
場
運
営
を
支
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
仮
置
場
で
の
災
害
廃
棄
物
の
受
け
入
れ
に

あ
た
っ
て
は
、
分
別
基
準
や
受
け
入
れ
方
法

な
ど
、
す
べ
て
が
手
探
り
の
状
況
で
し
た
。

収
集
の
初
期
の
段
階
で
は
、
災
害
で
損
壊
し

た
と
は
思
え
な
い
よ
う
な
ブ
ラ
ウ
ン
管
型
の

テ
レ
ビ
や
さ
び
つ
い
た
冷
蔵
庫
な
ど
も
多
数

持
ち
込
ま
れ
ま
し
た
が
、
分
別
指
導
や
受
付

業
務
が
徹
底
で
き
ず
、
す
べ
て
受
け
入
れ
て

い
ま
し
た
。

■ 

本
町
の
廃
棄
物
処
理
量
９
万
㌧
超

　
本
町
と
御
船
町
の
一
般
廃
棄
物
の
処
理
を

行
っ
て
い
る
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
御
船
町

甲
佐
町
衛
生
施
設
組
合
）
の
焼
却
炉
も
震
災

に
よ
り
損
傷
し
、
停
止
し
ま
し
た
。
１
炉
に

よ
る
試
験
運
転
を
経
て
、
７
月
25
日
（
月
）

か
ら
本
格
的
に
２
炉
運
転
を
再
開
。
焼
却
炉

が
休
止
し
て
い
た
間
は
、
宇
城
広
域
連
合
が

運
営
す
る
宇
城
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
、
山
都

町
営
の
小
峰
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
処

理
を
引
き
受
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
は
、
現
在
は
、
損

壊
家
屋
の
解
体
に
伴
う
片
付
け
ご
み
の
無
料

受
け
入
れ
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
震
災
お
よ
び
豪
雨
災
害
に
よ
る
災

害
廃
棄
物
に
つ
い
て
は
、
平
成
29
年
度
ま
で

で
処
理
量
９
万
㌧
超
、
要
す
る
費
用
約
52
億

円
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

うずたかく積まれた廃棄物
被災者の気遣いに胸熱く

　４月25日（月）、比較的被害の少な

かった天草市で被災地派遣の案内が出

され、所属する部で希望確認があった

ので応募しました。本市からは日帰り

往来ができるため、同28日（木）か

ら毎日４人の職員が派遣され、主に野

外の災害廃棄物集積所で、廃棄物受け

入れ業務に従事しました。

　私は、５月11日（水）に派遣され、

廃棄物搬入もピークを過ぎた時期でし

たが、連休中に派遣された職員から、

搬入トラックが列をなし、その整理と

搬入者の町民確認に苦慮したと聞いて

いました。１日のみの派遣で、町の被

災状況をつぶさには見られませんでし

たが、広い集積所から溢れるほどの勢

いでどんどん集まる廃棄物を見ながら、

その被害の甚大さを痛感しました。し

かし、集積所を訪れる町民の方々から

は、身に着けていた「天草市」のビブ

スを見て「わざわざ天草から来なはっ

たと？ありがとうね」などむしろこち

らを気遣う言葉をかけていただき、胸

が熱くなりました。

　甲佐町の今後の力強い復興を心から

お祈りしております。

天草市観光文化部文化課

中山 圭 さん

●
７
月
19
日
（
火
）

　

損
壊
家
屋
の
公
費
解
体
の
開
始
を
受

け
て
、
町
営
西
寒
野
住
宅
跡
地
に
仮
置

場
を
設
置

●
同
25
日
（
月
）

　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
御
船
町
甲
佐

町
衛
生
施
設
組
合
）
が
復
旧
し
、
ご
み

の
搬
入
受
け
入
れ
を
再
開

　

併
せ
て
損
壊
家
屋
な
ど
の
解
体
に
伴

う
片
付
け
ご
み
の
処
分
を
開
始

■
家
屋
の
解
体
撤
去
に
関
す
る
こ
と

●
５
月
16
日
（
月
）

　

罹
災
（
り
さ
い
）
証
明
書
の
発
行
に

併
せ
て
、
損
家
屋
の
解
体
撤
去
の
申
し

込
み
受
付
を
開
始

●
６
月
８
日
（
水
）

　

（
一
財
）
熊
本
県
解
体
工
事
業
協
会

と
委
託
契
約
を
締
結

●
同
９
日
（
木
）

　

公
費
解
体
の
申
し
込
み
の
あ
っ
た
建

物
の
事
前
立
会
調
査
を
開
始

●
７
月
27
日
（
水
）

　

県
内
で
最
初
に
公
費
解
体
を
開
始

■
家
屋
解
体
の
件
数

● 

家
屋
の
解
体
申
請
件
数
（
平
成
29
年

３
月
28
日
（
火
）
現
在
）

・
解
体
申
請
棟
数　

１
，
０
５
２
棟

・
解
体
済
み
棟
数　

８
１
７
棟

（震災支援活動に本町で従事）

▲熊本地震により発生したがれきが大量に運び込まれ
た緑川グラウンド

▼ 

震
災
記
録
誌
に
つ
い
て
の
お
問

い
合
わ
せ
先

　
町
く
ら
し
安
全
推
進
室

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
６
７

　（
内
線
２
４
１
）
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ぼ R
ea
d T
his S

tory!

～ My Favorite Story ～

私のおすすめ図書
 『おしりたんてい ふめつのせっとうだん』（トロル著）

柴田 涼成くん
〔糸田区〕

町生涯学習センター図書室のご利用について

■開館時間 午前９時～午後５時　■休館日 毎週火曜日、年末年始　■貸出冊数・期間 １人５冊まで、15日間

●図書室の利用や、図書の検

　索、「おはなしの会」など

　についてのお問い合わせ先

　町生涯学習センター図書室

　TEL096-234-2447（内線331）

2017年第15回「このミステ

リーがすごい！」大賞受賞作品。

余命半年の宣告を受けたがん患

者が、生命保険の生前給付金を

受け取るとその直後、病巣がき

れいに消え去ってしまう。連続

して起きるがん消滅事件は、奇

跡か、陰謀か…。幾重にも折り

込まれたトリックに引き込まれ

るだけでなく、がん治療につい

ても知ることができる作品です。

宝島社

小説

がん消滅の謎を追うミステリー大作
岩木 一麻著 /『がん消滅の罠』 

小さな子も楽しめる言葉遊び絵本
鈴木 のりたけ作 /『すなばばば』

面倒な家事もすぐ片付くアイデア集
マキ著 /『家事は、すぐやる！』

ダラダラしちゃう、後まわしグ

セ、「やらなきゃ！」と思って

いるのに動けない人でも、家事

が片付く「ものぐさ家事ルー

ティン」をイラストとともに紹

介します。そのほかに「フライ

パンひとつで夕食メイン」や週

末に先回りして作っておく常備

菜レシピもあって、ワーキング

マザーの心強い味方になってく

れること間違いなしの本です。

ワニブックス

教育・娯楽

「人に伝える・動かす」は、多

くの人がさまざまな場面で直面

し悩むテーマ。いかに言葉を磨

き上げるか。誰にでもできる方

法論を具体的に解説する本書は、

仕事や日常のシーンで大いに役

立つ考え方が満載です。トップ

コピーライターが伝授する言葉

と思考の「強化書」。コミュニ

ケーション能力を高めたい人に

おすすめしたい１冊です。

日本経済新聞社

一般書

スキルアップにも役に立つ言葉術
梅田 悟司著 /『「言葉にできる」は武器になる』

公園のすなばで友だちと遊んで

いたら、空からすながふってき

た！「すくなば」「すなばな

な」「すながねばねば…」おか

しなすなばになっちゃった！思

いもよらない展開に、ページを

めくるワクワク感がたまりませ

ん。読むときに声色を変えたり、

抑揚をつけたり、読み方しだい

で楽しみ方が広がる、読み聞か

せにぴったりの絵本です。

PHP 研究所

児童書

お金持ちの家をねらう窃盗団がおしり
たんていの町へやってきた。ワンコロ
けいさつしょの依頼をうけ、おしりた
んていのキレキレの推理で真実に迫る。

今月の案内人

Library Information

図書室からのお知らせ

■本の入荷について

　図書室では、新刊本や話

題の本など、新しい本を入

荷しています。

　本のリクエストについて

も、図書室カウンターにて

受け付けています。皆さん

の読みたい本や気になる本

などがありましたら、お知

らせください。

　また、お探しの本などが

ありましたら、お気軽にカ

ウンターにご相談ください。
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Human Rights
人権 ～心豊かに暮らすために～

甲佐町人権教育講演会を開催

　３月４日（土）町生涯学習センター

で、平成 28 年度甲佐町人権教育講

演会を開催しました。

  講師の熊本大学名誉教授で熊本大

学シニア教授の吉田道雄さんが「み

んなで創る明るい社会～あなたも私

も、みんな大事～」と題して講演。

住民など 139 人が参加しました。

　吉田さんは、「人間、このすばら

しき生き物」、「朝から“わくわく”

のこころ」など、笑いを交えてすば

らしい体験エピソードなどを紹介。

「人と人とのかかわり方」、「見方を

変えようとチャレンジする姿勢」や

「自分の弱さを知る強さ」などにつ

いて話され、参加者からは、「楽し

い話の中に、分かりやすく人権につ

いて触れられ聞きやすかった」など

の感想が寄せられました。

　

　最後に吉田さんは、「あわてるな、

人生はそんなに短くない。怠けるな、

人生はそんなに長くない」と話され、

現在の自分自身を振り返る機会にな

りました。

　「ここに生きている意味や価値と

いうこと」を 1 人ひとりが考えさ

せられた講演会でした。 

　町教育委員会公民館事務局

　TEL096-234-2447（内線321）

　　　　　

町公民館自主講座学習発表会
を４月22日（土）に開催します

　４月22日（土）に町公民館自主

講座学習発表会を開催します。多

くの方の来場をお待ちしています。

●日時

　４月22日（土）午前9時30分

●会場

　町生涯学習センター

●発表内容

▼ステージ発表

　ポハイケアロハ・フラミナミ、

フラダンス、社交ダンス、朗読教

室、英会話、3B体操、オカリナ、

レクリエーションダンス、相撲甚

句、町民コーラス

▼ギャラリー展示

　水彩画、書道、生け花、水墨画、

パッチワーク、手編み教室 

　町教育委員会社会教育課

　TEL096-234-2447（内線324）

　
２
月
18
日
（
土
）
町
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
で
、
第
20
回
甲
佐

町
公
民
館
大
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　「
地
域
の
絆
〜
自
治
公
民
館

活
動
〜
」
を
大
会
テ
ー
マ
に
、

約
１
３
０
人
の
町
内
公
民
館
関

係
者
な
ど
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
の
大
正
琴
の
演
奏
で
は
、

甲
佐
町
文
化
協
会
や
公
民
館
自

主
講
座
で
活
動
さ
れ
て
い
る
皆

さ
ん
に
よ
る
、
大
正
琴
特
有
の

澄
ん
だ
弦
の
響
き
で
「
青
い
山

脈
」「
風
雪
流
れ
旅
」「
ふ
る
さ

と
」
の
演
奏
で
、
大
会
に
花
を

添
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
開
会
行
事
で
は
、
上
早
川
一

区
の
美
濃
田
恵
一
区
長
が
「
こ

う
さ
ん
も
ん
元
気
活
動
推
進
事

業
」
で
上
早
川
一
〜
五
区
が
共

同
で
取
り
組
ん
だ
「
歩
い
て
発

見
上
早
川
」
の
活
動
事
例
を
発

表
。
ス
ラ
イ
ド
を
使
い
、
こ
れ

ま
で
の
取
り
組
み
事
例
や
活
動

に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
し
ま
し

た
。

　
講
演
会
で
は
、「
淡
窓
の
心

や
教
え
を
暮
ら
し
に
生
か
す
」

と
題
し
て
、
講
師
の
大
分
県
廣

瀬
資
料
館
の
中
島
龍
磨
館
長
が

江
戸
期
の
儒
者
・
教
育
者
で
あ

る
廣
瀬
淡
窓
先
生
の
生
き
方
に

つ
い
て
講
演
。
冒
頭
に
「
休
道

の
詩
」
を
朗
読
し
、
廣
瀬
淡
窓

と
い
う
人
物
像
の
説
明
や
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
身
振
り
手
振
り
を
交

え
な
が
ら
話
し
ま
し
た
。

　
中
島
館
長
は
、「
敬
天
の
心

（
天
を
敬
う
）
と
、
立
志
の
心

（
夢
や
目
標
）
で
、
毎
日
の
暮

ら
し
や
公
民
館
活
動
な
ど
が
い

き
い
き
し
、
活
動
が
変
わ
り
充

実
し
て
き
ま
す
」
と
参
加
者
に

伝
え
ま
し
た
。

第
20
回
町
公
民
館
大
会

▼

町
公
民
館

▲こうさんもん元気活動の取り

組み事例を発表する上早川区

▲毎日をいきいき暮らせるすべ

を参加者に伝える中島さん

▲講師の吉田さんの体験エピソー

ドなどを聞く来場者たち
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❖ 
年
に
１
度
身
体
の
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
「
健
診
」
を
受
け
ま
し
ょ
う

　
熊
本
地
震
か
ら
早
く
も
１
年
が
過
ぎ

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
昨
年
は
、
健
診

で
自
身
の
健
康
状
態
を
振
り
返
る
こ
と

す
ら
で
き
な
か
っ
た
人
も
い
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
今
年
こ
そ
、
年
に
１
度
身
体
の
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
「
健
診
」
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

❖ 

健
診
で
健
康
状
態
を
確
認
し
て

生
活
習
慣
病
を
予
防
し
よ
う

　
本
町
の
健
康
課
題
を
分
析
し
て
み
る

と
、
次
の
３
つ
の
問
題
点
が
見
え
て
き

ま
し
た
。

① 

脳
血
管
疾
患
患
者
の
入
院
医
療
費
が

高
い
。

② 

若
く
し
て
要
介
護
状
態
に
な
る
人
の

原
因
は
、
脳
血
管
疾
患
が
多
い
。

③ 

同
じ
人
口
規
模
の
ほ
か
の
自
治
体
と

比
べ
て
、
人
工
透
析
に
至
る
人
の
割

合
が
多
い
。

　
そ
し
て
、
こ
れ
ら
に
当
て
は
ま
る
人

は
健
診
を
受
け
て
い
な
か
っ
た
と
い
う

事
例
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。

　
健
診
で
全
身
の
状
態
を
確
認
し
、
生

活
習
慣
病
を
予
防
す
る
・
重
症
化
を
防

ぐ
こ
と
は
可
能
な
の
で
す
。
　

❖ 
平
成
29
年
度
の
健
診
に
つ
い
て

　
今
年
度
、
町
が
実
施
す
る
各
健
診
の

申
し
込
み
期
限
は
、
４
月
17
日
（
月
）

で
す
。
受
診
を
希
望
す
る
人
は
、
行
政

区
配
布
で
お
配
り
し
た
「
健
診
希
望
調

査
票
」
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
各

行
政
区
の
嘱
託
員
か
町
総
合
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
節
目
健
診

【
期
間
】
６
〜
12
月

【
場
所
】
日
本
赤
十
字
社
熊
本
健
康
管

理
セ
ン
タ
ー
、
高
野
病
院
総
合
健
診
セ

ン
タ
ー

【
対
象
者
】
平
成
30
年
４
月
１
日
現
在

で
、
35
・
40
・
45
・
50
・
55
・
60
歳
の

町
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

② 

特
定
健
診
・
若
者
健
診
・
が
ん
検
診

（
７
月
集
団
健
診
）

【
期
間
】
７
月
５
日
（
水
）
〜
11
日
（
火
）

【
場
所
】
町
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
対
象
者
】
20
〜
74
歳
の
町
国
民
健
康

保
険
被
保
険
者

③ 

後
期
高
齢
者
健
診
・
が
ん
検
診
（
８

月
集
団
健
診
）

【
期
間
】
８
月
17
日
（
木
）
〜
19
日
（
土
）

【
場
所
】
町
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
対
象
者
】
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
被

保
険
者

④
が
ん
検
診
（
12
月
集
団
検
診
）

【
期
間
）
12
月
１
日
（
金
）
〜
５
日
（
火
）

【
場
所
】
町
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
対
象
】
20
歳
以
上
の
女
性
お
よ
び
40

歳
以
上
の
男
性

　
各
健
診
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
現
在

各
世
帯
に
配
布
し
て
い
る
「
甲
佐
町
健

診
の
お
知
ら
せ
」
お
よ
び
「
甲
佐
町
健

診
希
望
調
査
票
の
書
き
方
」
を
ご
確
認

い
た
だ
く
か
、
町
総
合
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

❖ 

町
の
健
診
を
活
用
し
て
健
康
づ

く
り
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う

　
普
段
、
か
か
り
つ
け
医
を
受
診
し
て

い
る
人
も
、
ぜ
ひ
町
の
健
診
も
活
用
し

て
全
身
の
健
康
状
態
を
確
認
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

　
か
か
り
つ
け
医
と
連
携
し
て
、
町
の

保
健
師
や
管
理
栄
養
士
も
一
緒
に
町
民

の
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
み

ま
す
。

新

年

度

は

健

診
・

検

診

の

申
し
込
み
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う

あ
ゆ
み
だ
よ
り

健診 の話

このコーナーでは、毎月、町総合

保健福祉センター職員である保健

師、社会福祉士などが、健康や福

祉、介護、健康診査などに関する

情報をリレー形式でご紹介します。

生活習慣病などの自覚症状が少な

い病気は、健診で身体の状態を

チェックすることで早期発見や重

症化を防ぐことができます。毎年

実施する町の健診をぜひ活用して、

身体の定期的なメンテナンスを行

い健康で元気に過ごしましょう。

今月の「あゆみだより」は

清田 真理 保健師 

▲毎年健診で健康状態を確認して、生活習

慣病などの怖い病気を予防しましょう

Health
町総合保健福祉センターからのお知らせ
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●行事などに関する詳しい内容は、各園に直接お問い合わせください。

Child-Care
４月の子育て支援カレンダー

甲佐町子育て支援センター
　（竜野保育園内） TEL096-234-0305

５日（水） 支援センター開所式

７日（金） 身体測定

10日（月） お散歩に行こう

12日（水） お誕生会（要予約）

14日（金） 製作をしよう

17日（月） お絵かきをしよう

19日（水） おやつ作り（パイ）

21日（金） 砂場で遊ぼう

22日（土） お見知り遠足（要予約）

24日（月） 風船遊び

26日（水） 折り紙で製作

28日（金） ボール遊び

 育児相談（電話・面接）
 月～金曜日　午前９時30分～午後４時

 体験保育
 月・水・金曜日　午前９時30分～正午

４・５月の保健活動

　　４月20日（木）　午前９時

　　５月15日（月）　午前９時

　　４月20日（木）　午前10時

　　５月15日（月）　午前10時

　　４月14日（金）　午前９時30分

　　５月９日（火）　午後１時

　　５月26日（金）　午前９時30分

　　５月９日（火）　午後１時20分

・町総合保健福祉センター

・町地域包括支援センター

　（町総合保健福祉センター内）

　TEL096-235-8711

甲佐保育園 TEL096-234-0186

園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

若草保育園 TEL096-234-0013

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

竜野保育園 TEL096-234-0519

12日（水） 誕生会

22日（土） お見知り遠足

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

乙女保育園 TEL096-234-3947

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

緑川保育所 TEL096-234-0789

  園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

山下 純
じゅんぺい

平 くん（１歳）
　父・祥平 さん 母・稚子 さん

　（和田内区）

　元気に大きくなってね !!

大村 樹
いつき

 くん（１歳）

　父・純一 さん 母・真奈美 さん

　（大町区）

　にぃに、ねぇね、

　遊んでくれてありがとう♥

長野 咲
さつき

月 ちゃん（１歳）
　父・次郎 さん 母・ユカ さん

　（府領区）

　これからも元気な笑顔を

　とどけて大きくなってね♥

Smile
わが家の“ 笑顔 ”をご紹介します
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今月のお知らせ

お問い合わせ先一覧

Monthly Information

●町役場

　 TEL096-234-1111（代表）
●町教育委員会

 （町生涯学習センター）

　 TEL096-234-2447（代表）
●町総合保健福祉センター

　 TEL096-235-8711
●町水道管理センター

　 TEL096-234-0755
●町民センター

　 TEL096-234-2459
●町学校給食センター

　 TEL096-234-0255
●町老人憩いの家

 （㈳甲佐町社会福祉協議会）

　 TEL096-234-0423
●御船町甲佐町衛生施設組合

 （クリーンセンター）

　 TEL096-282-0688
●上益城消防署

　 TEL096-282-1955
●御船警察署

　 TEL096-282-1110
●上益城広域連合

　 TEL096-237-2891
●県上益城地域振興局

　 TEL096-282-2111（代表）
●県御船保健所

　 TEL096-282-0016
●県庁

　 TEL096-383-1111（代表）
●町へのメールでのお問い合

わせ先
甲佐町公式ウェブサイト
「お問い合わせメール
フォーム」
URL http://www.town.kosa.
kumamoto.jp/q/sform
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４
月
１
日
（
土
）
甲
佐
町
消
防

団
組
織
を
再
編
し
ま
し
た
。

　
再
編
す
る
主
な
内
容
は
、
現
在

８
分
団
で
構
成
し
て
い
る
組
織
を

各
小
学
校
区
で
１
分
団
と
し
、
合

計
で
４
分
団
と
し
ま
す
。
ま
た
、

副
分
団
長
の
人
数
を
分
団
の
管
轄

す
る
地
域
や
規
模
に
応
じ
、
１
〜

３
人
配
置
し
ま
す
。

　
組
織
を
再
編
す
る
こ
と
で
、
分

団
内
の
指
揮
・
連
絡
体
制
を
整
え
、

相
互
協
力
を
よ
り
推
進
す
る
こ
と

で
災
害
対
応
力
を
強
化
す
る
と
と

も
に
、
消
防
団
本
部
で
の
在
籍
期

間
を
長
く
し
、
知
識
・
経
験
豊
富

な
消
防
団
幹
部
を
育
成
し
ま
す
。

　
再
編
成
後
の
組
織
に
つ
い
て
は
、

町
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
に

な
る
か
町
総
務
課
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

・
町
総
務
課

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
４
０

・
町
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

　
URLhttp://w

w
w
.tow
n.kosa.kum

am
oto.jp/

　
戦
没
者
な
ど
の
死
亡
当
時
の
遺

族
で
平
成
27
年
４
月
１
日
に
お
い

て
「
恩
給
法
に
よ
る
公
務
扶
助

料
」
や
「
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族

等
援
護
法
に
よ
る
遺
族
年
金
」
な

ど
を
受
け
る
人
が
い
な
い
場
合
に
、

次
の
先
順
位
の
遺
族
１
人
に
特
別

弔
慰
金
を
支
給
し
ま
す
。

▼
対
象
と
な
る
遺
族

① 

平
成
27
年
４
月
１
日
ま
で
に
戦

傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法

に
よ
る
弔
慰
金
の
受
給
権
を
取

得
し
た
人

②
戦
没
者
な
ど
の
子

③ 

戦
没
者
な
ど
の
父
母
、
孫
、
祖

父
母
、
異
母
兄
弟

④ 

右
記
以
外
の
戦
没
者
な
ど
の
３

親
等
以
内
の
親
族
（
お
い
、
め

い
な
ど
）

▼
支
給
内
容

　
額
面
25
万
円
、
５
年
償
還
の
記

名
国
債

▼
請
求
期
限

　
平
成
30
年
４
月
２
日
（
月
）

▼
申
請
が
お
済
み
の
方
へ

　
町
で
申
請
手
続
き
を
終
え
た
特

別
弔
慰
金
請
求
書
類
は
、
裁
定
審

査
を
県
で
行
っ
て
い
ま
す
。
全
国

的
に
請
求
件
数
が
非
常
に
多
く
、

国
庫
債
券
の
交
付
ま
で
に
1
年
程

度
お
時
間
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
国
庫
債
券
が
届
き
次
第
、
町
福

祉
課
か
ら
交
付
の
ご
案
内
を
送
付

い
た
し
ま
す
の
で
、
今
し
ば
ら
く

お
待
ち
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
福
祉
課

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
４

　（
内
線
１
４
４
）

　
平
成
28
年
熊
本
地
震
発
生
か
ら
間

も
な
く
１
年
が
経
ち
ま
す
。
県
で
は
、

４
月
14
日
（
金
）
に
追
悼
式
、
同
16

日
（
日
）
に
、
知
事
と
有
識
者
に
よ

る
「
復
興
祈
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を

開
催
し
ま
す
。

　
ま
た
、
４
月
中
旬
の
約
２
週
間
を

「
復
興
祈
念
ウ
ィ
ー
ク
」
と
し
て
、

県
お
よ
び
市
町
村
の
ほ
か
、
各
種
団

体
な
ど
で
実
施
さ
れ
る
祈
念
行
事
に

つ
い
て
広
く
県
内
外
に
発
信
し
て
い

き
ま
す
。
参
加
申
し
込
み
方
法
な
ど

の
詳
細
は
、
県
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

・
県
広
報
課

　
TEL
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
０
２
７

・
県
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

　
URLhttp://w

w
w
.pref.kum

am
oto.jp/

　
工
業
統
計
調
査
は
、
わ
が
国
の

工
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
、
統
計
法
に
基

づ
く
報
告
義
務
の
あ
る
重
要
な
統

計
で
す
。

　
調
査
結
果
は
、
中
小
企
業
施
策

日 曜 当 番 医

TEL
TEL
TEL
TEL
TEL

doctor

ｉ
お
知
ら
せ

町

消

防

団

の

組

織

を

再

編

し

ま

し

た

戦
没
者
な
ど
の
遺
族
に
対
す
る

第

10

回

特

別

弔

慰

金

熊
本
地
震
の
追
悼
・
復
興

祈

念

行

事

に

つ

い

て

町税などの滞納処分（２月分）
tax

平
成
29
年
工
業
統
計
調
査
へ
の

回

答

を

お

願

い

し

ま

す
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や
地
域
振
興
な
ど
の
基
礎
資
料
と

し
て
利
活
用
さ
れ
ま
す
。

　
調
査
期
日
は
、
６
月
１
日

（
木
）
で
、
５
月
中
旬
に
調
査
対

象
事
業
所
に
統
計
調
査
員
が
訪
問

し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
調
査
へ
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

・
県
統
計
調
査
課

　
TEL
０
９
６
‐
３
８
３
‐
１
１
１
１

・
町
企
画
課

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
５
４

　（
内
線
２
３
６
）

　
県
で
は
、
熊
本
地
震
で
被
災
し

た
方
が
住
宅
再
建
を
検
討
さ
れ
る

際
の
参
考
と
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
地
震
に
強
く
コ
ス
ト
低
減
に

配
慮
さ
れ
た
「
く
ま
も
と
型
復
興

住
宅
」
モ
デ
ル
住
宅
を
展
示
し
て

い
ま
す
。

　
展
示
場
に
は
、
ス
タ
ッ
フ
が
常

駐
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
相
談
も

で
き
ま
す
。
住
宅
再
建
を
検
討
さ

れ
て
い
る
人
は
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く

だ
さ
い
。

▼
展
示
場
所

　
益
城
町
テ
ク
ノ
仮
設
団
地
（
益

城
町
小
谷
２
０
８
３
‐
７
テ
ク
ノ

リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
内
）

▼
開
場
時
間

　
午
前
10
時
〜
午
後
６
時

※
水
曜
日
は
定
休
日
で
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
県
住
宅
課

　
TEL
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
５
４
７

　「
ふ
る
さ
と
甲
佐
応
援
寄
附
金
」

に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
町
で
は
、
心
温
ま
る
ご
好
意
を

町
の
振
興
の
た
め
に
大
切
に
使
わ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
引
き
続
き
、

多
く
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
ご
寄
付
い
た
だ
い
た
皆
様

　
お
名
前
　
　
　
　
ご
住
所

・
北
林
　
　
司
様
　
宮
崎
県

・
㈱
市
浦
ハ
ウ
ジ
ン
グ
＆
プ
ラ
ン

　
ニ
ン
グ
様

　
　
　
東
京
都

　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
か
４
名
様

▼
平
成
28
年
度
寄
附
金
額
合
計

　
１
４
，
０
８
５
，
０
０
０
円

　
　
　
　
　
　（
３
月
15
日
現
在
）

▼
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
総
務
課

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
４
０

　（
内
線
２
２
４
）

クリーンセンターへのごみ搬入量（２月分）

※単位・㌔ 

      environmental preservation

交 通 事 故 件 数

３月15日現在（カッコ内は前年比較）

               traffic safety

出 動 火 災 件 数

３月15日現在（カッコ内は前年比較）

               fire prevention  

ｇ
お
礼

ふ
る
さ
と
甲
佐
応
援
寄
附
金

戦国時代の武将・甲斐宗運が

「戦の神様」として崇（あが）め

た山出の大武神社から、直線距離

にして 300㍍ほど北東に行った所

に小さな祠（ほこら）があります。

それもつい見逃してしまいそうな

場所にです。

その昔、菊池一族の流れから

広大な領地を所有していた井芹一

党が「なぜこの地に」と不思議に

思われるかもしれませんが、時代

を経て徐々に力の衰えが目立つよ

うになり次第に領地を奪われ、安

住の地を求めて甲佐の糸田に移り

住んだのだそうです。

そんな中で起きたのが、嶋津

氏への内通者を疑う甲斐宗運によ

る井芹一族の皆殺しでした。それ

は、宗運の早とちりだったことが

わかりますが、後の祭りです。

その糸田の地から現在の山出

（園田）へ移ったのは、もしかし

たら宗運の償いだったのでは、と

つい思ってしまいます。

その無念さを今日までも忘れ

ず、毎年３月 15 日には供養が行

われています。

この小さな祠は、何度か改修

されながらも、昔日の思いを抱く

人たちの寄所として現在まで脈々

と受け継がれています。表からで

は窺（うかが）い知れない歴史の

一部が、もしかしたら見えるかも

知れませんよ。

甲佐町の文化財探訪　～第 43回～

園田神社 通称『戸神（こがみ）さん』の由来　石坂妙 町文化財保護委員（吉田区）

古きを訪ねて甲佐町を知る

■お問い合わせ先　町教育委員会社会教育課　 TEL 096-234-2447（内線 322）

▲

山
出
に
あ
る
園
田
神
社

「
く
ま
も
と
型
復
興
住
宅
」
で

住
宅
再
建
を
応
援
し
ま
す
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熊
本
地
方
法
務
局
で
は
、
無
料
の

登
記
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　
土
地
・
建
物
な
ど
の
売
買
・
贈

与
・
相
続
な
ど
の
登
記
に
関
す
る
相

談
に
つ
い
て
、
熊
本
地
方
法
務
局
職

員
が
応
じ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
相
談
に
は
事
前
の
予
約
が

必
要
で
す
。

▼
日
時

　
５
月
11
日
（
木
）
午
前
10
時
〜
午

後
４
時

※ 

正
午
か
ら
午
後
１
時
ま
で
は
除
き

ま
す
。

▼
場
所

　
御
船
町
役
場
２
階
相
談
室

▼
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
熊
本
地
方
法
務
局

　
TEL
０
９
６
‐
３
６
４
‐
２
１
４
５

　
町
で
は
、
統
計
調
査
員
と
し
て
統

計
に
関
し
て
理
解
と
熱
意
を
持
っ
て
、

国
や
県
が
実
施
す
る
統
計
調
査
の
業

務
に
従
事
す
る
人
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

　
統
計
調
査
員
の
募
集
に
当
た
っ
て

は
、
統
計
調
査
員
の
仕
事
を
希
望
す

る
人
か
ら
の
申
し
込
み
に
よ
り
、
登

録
調
査
員
と
し
て
町
企
画
課
に
登
録

し
て
い
た
だ
く
方
法
を
採
用
し
て
い

ま
す
。

　
登
録
調
査
員
は
、
統
計
調
査
が
実

施
さ
れ
る
ご
と
に
必
要
に
応
じ
て
国

ま
た
は
県
か
ら
統
計
調
査
員
に
任
命

さ
れ
ま
す
。
任
命
さ
れ
た
統
計
調
査

員
は
、
調
査
票
の
配
布
・
回
収
や

回
収
し
た
調
査
票
の
検
査
・
整
理

な
ど
の
業
務
に
従
事
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　
登
録
調
査
員
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、

町
企
画
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

▼
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
企
画
課

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
５
４

　（
内
線
２
３
６
）

　
甲
佐
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

で
は
、
平
成
29
年
度
の
会
員
を
募
集

し
て
い
ま
す 

　
同
セ
ン
タ
ー
は
、
高
齢
者
に
ふ
さ

わ
し
い
仕
事
を
家
庭
・
企
業
お
よ
び

町
な
ど
か
ら
引
き
受
け
、
会
員
の
方

に
提
供
す
る
公
共
的
・
公
益
的
な
団

体
で
す
。
自
主
的
な
会
員
組
織
で
す

の
で
、
会
員
は
自
ら
組
織
や
事
業
の

運
営
に
参
画
し
ま
す
。

　
就
業
や
収
入
の
保
障
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
各
人
の
希
望
と
能
力
に
応
じ

て
働
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
入
会
は
、
原
則
60
歳
以
上
の
健
康

で
働
く
意
思
の
あ
る
方
、
同
セ
ン

タ
ー
の
趣
旨
に
賛
同
し
て
い
た
だ
け

る
方
で
あ
れ
ば
、
ど
な
た
で
も
で
き

ま
す
。

　
入
会
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
同

セ
ン
タ
ー
事
務
局
ま
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
同
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て
の
詳
し
い
こ
と
が
知
り
た
い

方
は
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▼ 

甲
佐
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
で
取
り
扱
う
仕
事

・ 

技
能
を
必
要
と
す
る
作
業
（
ペ
ン

キ
塗
り
、
植
木
手
入
れ
、
大
工
、

左
官
、
網
戸
や
障
子
の
張
り
替
え

な
ど
）

・ 

管
理
作
業
（
公
園
管
理
、
駐
車
場

管
理
な
ど
）

・ 

事
務
作
業
（
毛
筆
筆
耕
、
あ
て
名

書
き
な
ど
）

・ 

サ
ー
ビ
ス
分
野
（
家
事
手
伝
い
、

福
祉
、
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
な
ど
）

・ 

屋
内
外
の
一
般
作
業
（
建
物
・
公

園
な
ど
の
清
掃
、
除
草
・
草
刈
、

農
作
業
手
伝
い
、
ご
み
片
付
け
な

ど
）

▼
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　 

甲
佐
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（
町
老
人
い
こ
い
の
家
内
）

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
０
４
２
３

　
TEL
０
９
０
‐
５
４
８
５
‐
６
２
５
５

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

平成29年度「こうさんもん元気活動推進事業」の交付申請期限は５月10日（水）
Information

　町では、平成29年度「こうさんもん元気活動
推進事業」の交付申請について、次のとおり受
け付けます。
　同事業は、地域コミュニティの活性化や地域
力の向上を目的に、住民の知恵や工夫を生かし
た地域が元気になる活動を町職員（「元気活動
サポーター」）が支援しながら実施するものです。

　５月10日（水）

・交付申請書
・活動計画書
・収支予算書
　申請については、審査会を経て６月上旬に交

付決定を行います。交付決定後、対象事業経費
のうち、１事業につき上限10万円を補助します。
※ 町の予算の状況により、６月９日（金）まで
に第２次募集を行うことがあります。
　ご不明の点は、担当の元気活動サポーターま
たは町企画課にお尋ねください。

　町企画課　 TEL096‐234‐1154（内線238）

統

計

調

査

に

従

事

す

る

登
録
調
査
員
を
募
集
し
ま
す

ｒ
募
集

ｅ
開
催

土
地
・
建
物
な
ど
に
関
す
る

無

料

登

記

相

談

を

開

催
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上
益
城
消
防
本
部
通
信
司
令
室
で

は
、
緊
急
事
案
が
発
生
し
た
際
、
状

況
に
よ
っ
て
現
場
に
居
合
わ
せ
た
通

報
者
の
方
に
、
電
話
を
通
じ
て
指
導

し
処
置
を
行
っ
て
い
た
だ
く
「
口
頭

指
導
」
を
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
異
物
除
去
や
止
血
な
ど
、
行
っ
て

い
た
だ
く
処
置
に
は
さ
ま
ざ
ま
あ
り

ま
す
が
、
口
頭
指
導
の
中
で
も
、
一

刻
を
争
う
処
置
が
心
肺
蘇
生
法
で
す
。

心
肺
蘇
生
法
の
口
頭
指
導
を
行
う
上

で
、
特
に
重
要
な
こ
と
は
、
通
報
者

の
方
の
電
話
機
を
「
ハ
ン
ズ
フ

リ
ー
」
状
態
に
す
る
こ
と
で
す
。

▼
ハ
ン
ズ
フ
リ
ー
と
は

　
電
話
機
の
「
ス
ピ
ー
カ
ー
」
ボ
タ

ン
な
ど
を
押
す
こ
と
で
、
耳
か
ら
電

話
を
離
し
て
も
聞
き
取
れ
る
音
量
で

相
手
方
の
話
し
声
が
聞
こ
え
、
か
つ
、

こ
ち
ら
か
ら
も
通
話
可
能
状
態
に
な

る
機
能
の
こ
と
で
す
。

　
こ
の
機
能
を
使
用
す
る
こ
と
で
両

手
が
空
き
、
有
効
な
胸
骨
圧
迫
が
可

能
と
な
り
、
救
命
率
が
上
が
る
こ
と

に
つ
な
が
り
ま
す
。
目
の
前
の
命
を

救
え
る
の
は
、
現
場
に
居
合
わ
せ
た

方
の
勇
気
あ
る
行
動
で
す
。
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
上
益
城
消
防
本
部

　
TEL
０
９
６
‐
２
８
２
‐
１
９
５
５

　
町
で
は
、
熊
本
地
震
で
被
災
し
た

農
地
を
農
家
が
自
ら
復
旧
す
る
場
合

に
、
復
旧
に
掛
か
る
経
費
を
一
部
補

助
し
ま
す
。

▼
補
助
の
対
象
と
な
る
経
費

・ 

熊
本
地
震
で
被
災
し
た
農
地
で
、

国
庫
補
助
事
業
の
対
象
と
な
ら
な

い
も
の
に
つ
い
て
農
家
が
自
ら
行

う
復
旧
作
業
や
復
旧
作
業
と
一
体

的
に
行
う
表
土
整
備
お
よ
び
耕
転

な
ど
に
要
す
る
経
費
（
多
面
的
機

能
支
払
、
中
山
間
地
域
等
直
接
支

払
を
活
用
し
て
復
旧
し
た
農
地
を

除
く
）

・ 

復
旧
作
業
に
か
か
る
作
業
機
械
の

借
り
上
げ
、
機
械
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

賃
金
、
材
料
費
、
そ
の
ほ
か
必
要

と
認
め
ら
れ
る
経
費
（
運
搬
費
、

燃
料
費
な
ど
）

▼
補
助
額

　
１
箇
所
に
付
き
経
費
の
２
分
の
１

（
上
限
額
20
万
）

※ 

ひ
と
つ
の
農
家
で
複
数
箇
所
申
請

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
補
助
を
受
け
る
た
め
に
は
、
町
農

政
課
へ
の
申
請
が
必
要
で
す
。

　
申
請
受
付
日
程
や
申
請
に
必
要
な

書
類
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
後

日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
制
度
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
町
農

政
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
農
政
課
（
旧
産
業
振
興
課
）

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
７
６

　（
内
線
１
５
４
）

　
最
近
、
家
族
や
警
察
官
に
な
り
す

ま
し
て
交
通
事
故
や
借
金
な
ど
の
ト

ラ
ブ
ル
処
理
の
た
め
に
現
金
を
振
り

込
む
よ
う
要
求
す
る
「
オ
レ
オ
レ
詐

欺
」
や
社
会
保
険
庁
や
税
務
署
の
職

員
を
装
い
、
年
金
や
税
金
な
ど
の
還

付
な
ど
と
偽
っ
て
金
融
機
関
の
Ａ
Ｔ

Ｍ
に
誘
い
出
し
、
操
作
を
さ
せ
、
お

金
を
騙
し
取
る
「
還
付
金
等
詐
欺
」

な
ど
の
「
振
り
込
め
詐
欺
」
が
多
発

し
て
い
ま
す
。

　
振
り
込
み
を
す
る
際
に
は
、
電
話

の
内
容
を
も
う
一
度
確
認
し
、
不
審

に
思
っ
た
ら
誰
か
に
相
談
す
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
御
船
地
区
防
犯
協
会
連
合
会

　
TEL
０
９
６
‐
２
８
２
‐
１
１
１
０

　(

内
線
２
６
１
）

町生涯学習センター・ギャラリーモール展のお知らせ　～４月～
 Event

　町教育委員会社会教育課　 TEL 096-234-2447( 内線321)

ｃ
く
ら
し
安
全

「

振

り

込

め

詐

欺

」

が

多

発

し

て

い

ま

す

▼期間　４月20日（木）まで

▼内容　猿渡末男さん（熊本市）の作品

▼主催　甲佐町文化協会

甲佐町総合型地域スポーツクラブ

「I・YOUスポーツクラブ」

４月のアユスポ・カレンダー

　●スポンジテニス＆バドミントン

  

●少年柔道

　●卓球

●サッカー教室

　●バスケットボール教室

  

■お問い合わせ先

TEL

▼期間　４月21日（金）～５月12日（金）

▼内容　水彩画、書道、水墨画

▼主催　町教育委員会

緊

急

用

要

請

時

の

「
口
頭
指
導
」
に
つ
い
て

ｉ
お
知
ら
せ

熊
本
地
震
で
被
災
し
た
農
地
の

復
旧
経
費
を
補
助
し
ま
す

３月６日（月）
田口橋復旧工事説明会

　 　

　３月６日（月）町生涯学

習センターで、田口橋復旧

工事説明会が開催されまし

た。

　同説明会は、熊本地震に

より損傷を受けた田口橋の

復旧方法や今後の工事予定

などを説明するために県が

実施。町民など約100人が

集まりました。

　工事は、橋脚などの下部

工の補修・補強から始まり、

平成30年度末の竣工を目

指して進められます。
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﹇
短
歌
﹈ 

渡
辺
幸
士 

選

土
肌
に
み
ど
り
の
葉
先
赤
く
染
め
例
年
通
り
仏
の
座

咲
く 

赤
星　

延
子

怪
獣
に
食
わ
れ
る
ご
と
く
潰
れ
ゆ
く
家
屋
眺
め
て
地

震
思
え
り 

緒
方　

明
美

事
故
に
遭
い
運
ば
れ
て
ゆ
く
吾
が
身
よ
り
夫
の
こ
と

が
脳
裏
を
め
ぐ
る 

塚
原　

暁
益

寒
空
の
下
に
紅
梅
咲
き
盛
り
春
の
訪
れ
教
え
て
く
る

る 

赤
星　

文
子

懐
メ
ロ
を
聞
け
ば
昭
和
が
蘇
る
悲
喜
交
々
の
青
春
の

日
々 

池
田
キ
ヨ
子

寒
去
り
て
白
梅
の
花
実
を
結
ぶ
散
り
て
実
を
成
す
花

の
命
の 

白
梅　

武
人

藪
椿
力
い
っ
ぱ
い
咲
い
た
の
か
花
び
ら
吾
の
足
元
に

散
る 

内
田
乃
武
子

寒
戻
り
朝
陽
に
光
る
山
々
の
新
た
な
冠
雪
寒
さ
を
誘

う 

吉
永
由
紀
子

梅
の
木
に
メ
ジ
ロ
六
羽
の
群
が
り
を
眺
め
て
想
う
幼

き
日
々
を 

塚
本　

俊
子

天
草
へ
娘
夫
婦
に
案
内
さ
れ
温
泉
・
食
事
至
福
に
浸

る 

上
村
や
す
美

歳
末
の
シ
テ
ィ
ー
モ
ー
ル
の
賑
わ
え
る
顔
は
生
気
に

溢
れ
て
い
た
り 
上
村　

か
ず

娘
を
送
る
最
終
バ
ス
の
窓
明
か
り
揺
れ
て
見
送
る
吾

も
揺
れ
た
り 

渡
辺　

幸
士

　

﹇
川
柳
﹈ 

渡
辺
幸
士 

選

　
　
　

「
美
し
い
」

梅
満
開
青
空
に
映
え
美
し
い 

古
閑
チ
ヨ
ミ

窓
開
け
て
美
し
い
空
ひ
と
り
じ
め 

　

布
田　

愛
子

美
し
い
初
め
て
見
て
る
お
雛
様 

　

森
田
千
鶴
子

朝
起
き
て
見
る
桜
花
美
し
い 

　

三
芳　

嘉
逸

　
　
　

「
疑
う
」

疑
っ
て
良
か
っ
た
今
日
の
電
話
詐
欺 

林　
　

雅
之

何
か
あ
る
彼
は
こ
の
頃
派
手
に
な
り 

清
川
み
ど
り

へ
そ
く
り
を
監
視
カ
メ
ラ
に
見
ら
れ
た
か 

渡
辺　

幸
士

　

﹇
肥
後
狂
句
﹈ 

北
川
直
美 

選

新
入
生　

二
人
増
え
た
ら
二
ク
ラ
ス 

広
田
み
ど
り

新
入
生　

補
聴
器
付
け
て
甲
佐
会 

下
山　

千
恵

新
入
生　

部
活
の
誘
い
断
わ
れ
ん 

志
垣　
　

光

新
入
生　

不
安
喜
び
入
り
乱
れ 

佐
藤　
　

葵

新
入
生　

胸
の
ボ
タ
ン
が
光
っ
と
る 

布
田
か
ん
な

新
入
生　

制
服
着
た
ら
見
違
え
た 

平
井
や
よ
い

新
入
生　

長
い
予
備
校
だ
っ
た
な
あ 

長
原　

産
賀

新
入
生　

ガ
ー
ル
フ
レ
ン
ド
出
来
た
か
い 

佐
野
し
ょ
う

新
入
生　

自
己
紹
介
で
故
郷
知
る 

光
永　
　

六

新
入
生　

一
発
芸
で
人
気
物
ン 

井
元
あ
ざ
み

新
入
生　

怖
い
先
生
居
る
の
か
な 

日
高　

美
里

新
入
生　

夫
婦
そ
ろ
っ
て
定
時
制 

上
田　

梅
清

新
入
生　

俺
ル
が
嬶
あ
に
良
う
似
と
る 

日
隈　

元
良

新
入
生　

又
好
奇
心
擽く

す
ぐら
れ 

北
川　

直
美

う
た
ご
よ
み　

〜 

卯
月 

〜

３月19日（日）緑川スポーツフェスタin こうさ2017「こうさんもんクイズウォーク」チェックポイント⑦の岩鼻神社

　
■
お
問
い
合
わ
せ
先
　
町
教
育
委
員
会
公
民
館
事
務
局

　
　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
２
４
４
７
（
内
線
３
２
１
）
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長
か
っ
た
冬
が
よ
う
や
く
終
わ
り

を
告
げ
、
暖
か
な
陽
気
が
心
地
良
く

感
じ
ら
れ
る
春
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　

３
月
19
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
た

「
緑
川
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
in
こ
う

さ
２
０
１
７
」
も
天
候
に
恵
ま
れ
、

多
く
の
来
場
者
が
甲
佐
の
豊
か
な
自

然
の
中
で
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
で

楽
し
み
ま
し
た
。

　

多
く
の
人
が
楽
し
ん
だ
「
こ
う
さ

ん
も
ん
ク
イ
ズ
ウ
ォ
ー
ク
」
や
「
グ

ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
」。
お
い

し
い
グ
ル
メ
を
楽
し
め
る
「
陽
気
マ

ル
シ
ェ
」
や
ア
ク
テ
ィ
ブ
ス
ポ
ー
ツ

体
験
コ
ー
ナ
ー
も
大
変
に
ぎ
わ
い
ま

し
た
。
昨
年
は
震
災
の
影
響
で
中
止

と
な
っ
た
甲
佐
の
春
の
イ
ベ
ン
ト
が

盛
大
に
開
催
さ
れ
、
多
く
の
来
場
者

の
笑
顔
を
見
る
こ
と
が
で
き
て
と
て

も
う
れ
し
く
感
じ
ま
し
た
。

　

次
は
、
夏
の
あ
ゆ
ま
つ
り
。
ま
た
、

皆
さ
ん
の
笑
顔
に
出
会
え
る
こ
と
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。 

（
み
）

編

集

後

記

 住　所 氏　名 性別 保護者

中横田　田上　悠
は る あ

和　女　和　孝

上早川　井上　創
そ う た

太　男　聖　士

白　旗　松永　侃
か ん た

大　男　真　一

船　津　金守美
み す ず

翠珠　女　郁　尚

お誕生おめでとう
birth

項目 数 増減

男 5,147 △18

女 5,777 △４

計 10,924 △22

世帯数 4,285 △４

平成29年２月28日現在

甲佐町の人口・世帯数
data

お悔やみ申し上げます
condolence

 住　所 氏　名 年齢 世帯主

豊　内　甲斐　　六　94　詠　二

田　口　岩﨑　郁夫　87　笑　子

田　口　宮崎　信男　90　初　生

緑　町　北岡征次郎　71　利　江

府　領　前田　　勇　81　ミチ子

上早川　村山　信一　89　千　鶴

麻生原　片岡　義秋　91　義　隆

西寒野　西川　 子　91　 　子

仁田子　石田　圭一　55　圭　一

ひとの動き（敬称略）

２月11日（土）～３月10日（金）

レシピ提供：料理研究家　沼田峰子さん（北原区）

作り方

① キャベツはザクザク切りま

しょう。タマネギは５㍉幅に

切りましょう。

② 豚モモ肉は２～３㌢幅、カ

マボコは３～４㍉幅に切りま

す。

③ ボウルに卵を溶きほぐし、

コーヒー用クリームと塩・コ

ショウを加えてよく混ぜ合わ

せておきます。

④ フライパンにサラダ油を熱

し、豚モモ肉、タマネギ、カ

マボコを炒めます。

⑤ タマネギがしんなりしてき

たらキャベツを加えてさらに

炒め、③を流し入れて大きく

混ぜながら半熟状に仕上げま

す。

⑥ 皿に⑤を盛ったら、ケチャッ

プをかけて食べましょう。

　　昔からキャベツは胃腸に良

いとされていましたが、キャベ

ジンという成分が胃腸を強化す

る効果があるそうです。

　生でも火を通しても美味しい

栄養たっぷりのキャベツは、免

疫力を高め、風邪をひきにくく

して、胃腸のトラブルから身を

守ってくれます。

こうさの野菜で作ってみよう！こうさの野菜で作ってみよう！

春キャベツのとろ玉

ご存知ですか？

ご結婚おめでとう
marriage

 住　所 氏　名 

　　夫　小　鹿　井上　雄仁

　　妻　和水町　岡本　真美

　　夫　南三箇　松本幸太郎

　　妻　熊本市　成瀬　親子

　　夫　熊本市　黒子　一世

　　妻　吉　田　吉永美和子

　　夫　熊本市　田上　健一

　　妻　下横田　寺岡麻美子

材料－４人分－

春キャベツ …………４分の１個
タマネギ ……………………１個
豚モモ肉……………………250㌘
カマボコ ……………………１本
卵 ……………………………４個
コーヒー用クリーム ………４個
塩・コショウ ………………適宜
サラダ油 ………………大さじ１

［

［

［

［



　

熊
本
地
震
か
ら
１
年
に
あ
た
り
、

改
め
て
被
災
さ
れ
た
町
民
の
皆
様

に
衷
心
よ
り
お
見
舞
い
を
申
し
上

げ
ま
す
。
１
年
前
、
思
い
も
掛
け

な
い
巨
大
地
震
に
襲
わ
れ
、
町
内

全
域
が
被
害
を
受
け
る
未
曽
有
の

震
災
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で

消
防
団
員
を
始
め
と
す
る
多
く
の

方
が
、
危
険
を
顧
み
ず
人
々
の
救

助
や
防
災
活
動
に
従
事
し
て
く
だ

さ
っ
た
姿
を
忘
れ
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
ま
た
震
災
の
た
め
に
、

住
み
慣
れ
た
地
域
か
ら
離
れ
ざ
る

を
得
な
く
な
っ
た
多
く
の
被
災
さ

れ
た
皆
様
が
い
ま
す
。
再
び
安
全

に
住
む
た
め
に
は
生
活
再
建
と
い

う
困
難
が
あ
り
、
皆
様
方
の
ご
苦

労
は
如
何
ば
か
り
か
と
心
が
痛
む

日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
の
震
災
で
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ど
の
皆
様
が
被
災
し
た

本
町
へ
足
を
運
ば
れ
、
支
援
活
動

に
向
き
合
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
ご
支
援
は
厳
し
い
避

難
生
活
の
中
で
避
難
者
に
勇
気
を

与
え
、
未
来
へ
向
か
う
気
持
ち
を

引
き
立
て
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

被
災
者
の
た
め
に
尽
力
し
て
い
た

だ
い
た
皆
様
と
、
故
郷
を
離
れ
た

皆
様
か
ら
示
さ
れ
た
本
町
へ
の
ご

厚
情
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

町
で
は
、
昨
年
11
月
に
県
内
で

先
駆
け
て
「
震
災
復
興
計
画
」
を

策
定
し
ま
し
た
。
早
期
の
復
旧
復

興
を
図
る
と
と
も
に
、
単
な
る
復

旧
に
と
ど
ま
ら
ず
将
来
の
発
展
を

見
据
え
た
復
興
と
し
て
の
「
創

生
」
を
講
じ
て
い
き
ま
す
。
そ
し

て
震
災
の
記
憶
を
忘
れ
る
こ
と
な

く
子
孫
に
伝
え
、
防
災
に
対
す
る

心
掛
け
を
は
ぐ
く
み
、「
甲
佐
町

に
住
ん
で
良
か
っ
た
」
と
誇
り
と

愛
着
を
抱
け
る
安
全
な
町
を
目
指

し
て
参
り
ま
す
。

　

今
後
も
職
員
の
力
を
結
集
し
、

議
会
の
皆
様
の
ご
理
解
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
信
念
と
情
熱
を
本
町

の
「
創
生
」
に
注
い
で
参
り
ま
す
。

町
民
の
皆
様
に
は
大
変
厳
し
い
中

で
は
あ
り
ま
す
が
、
甲
佐
町
の
将

来
（
み
ら
い
）
を
想
い
、
お
互
い

に
希
望
を
抱
い
て
乗
り
越
え
て
い

き
ま
し
ょ
う
。
最
後
に
町
民
の
皆

様
の
ご
健
康
を
願
い
、
ご
支
援
い

た
だ
い
て
い
る
皆
様
に
改
め
て
の

感
謝
を
申
し
上
げ
、
お
見
舞
い
の

ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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こうさ広 報

震

災

発

生

か

ら

１

年

町
民
の
皆
様
へ
ご
あ
い
さ
つ

３月19日（日）開催「緑川

スポーツフェスタ in こうさ

2017」の「こうさんもんク

イズウォーク」の出発前に参

加者の皆さんと。

町民の
皆様へ
復旧復興に向けて

甲佐町長 奥名 克美


